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新
設
１
講
座
含
め
30
講
座 

５
０
８
名
の
皆
様
が
受
講

　

本
年
度
の
城
山
公
民
館
成
人
学
校
は
、
昨
年
よ
り
1
講
座
増
え
、
30
講
座
が

成
立
し
ま
し
た
。
初
め
て
成
人
学
校
に
申
し
込
ま
れ
た
方
々
も
多
く
、
和
や
か

な
中
に
も
充
実
し
た
学
び
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

城
山
成
人
学
校
開
講

書道「写経入門」

郷土史「善光寺」

謡曲初級

英語 ･英会話応用

ハワイアンフラ入門

太極拳（木）

英語 ･英会話基礎

着物をリフォーム

楽しい日本画とスケッチ

書道

善光寺平の歴史散歩

実用英会話初級

パッチワーク・キルト

木版画

太極拳（月）

囲碁入門

茶道（火）

茶道（水）

書道初級
たのしいハーモニカ教室

古典文学
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『
産
後
の
体
調
改
善
を
願
い
』

�

坂
田　

洋
子

　

身
体
の
硬
い
私
に
と
っ
て
、
初

め
は
簡
単
な
ス
ト
レ
ッ
チ
で
も
思

わ
ず
声
が
出
て
し
ま
う
ほ
ど
の

痛
み
を
感
じ
ま
し
た
。
痛・

気・

持・

ち・

良・

い・

所
を
意
識
し
な

が
ら
身
体
を
動
か
し
て

い
る
う
ち
に
、
ガ
チ
ガ

チ
に
凝
り
固
ま
っ
た
筋

肉
や
関
節
が
ほ
ぐ
れ
て
、

サ
ァ
ー
っ
と
血
が
巡
っ

て
い
く
感
覚
が
あ
り
ま

し
た
。

『
好
き
な
生
地
で
、

　
自
分
の
服
を
作
れ
る
喜
び
』

�

市
川　

百
合
子

　

将
来
子
ど
も
が
出
来
た
時
、
子

供
服
を
自
分
で
作
れ
た
ら
素
敵
だ

な
ぁ
。
そ
ん
な
想
い
で
、
春
か
ら

や
さ
し
い
洋
裁
教
室
に

通
い
は
じ
め
ま
し
た
。

　

ミ
シ
ン
を
使
う
の
は
、

小
学
生
の
頃
家
庭
科
で

使
っ
て
以
来
。
糸
の
か

け
方
も
分
か
ら
な
い
状

態
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で

し
た
が
、
先
生
が
一
人

　

今
ま
で
、
ほ
と
ん
ど
意
識
し
な

い
で
来
て
し
ま
っ
た
自
分
の
身
体

で
す
が
、
右
側
の
足
が
動
か
し
に

く
い
な
、
お
し
り
の
筋
肉
が
凝
っ

て
い
る
な
、
な
ど
、
自
分
の
身
体

と
向
き
合
う
時
間
は
と
て
も
心
地

よ
か
っ
た
で
す
。

　

産
後
、
腰
痛
を
は
じ
め
と
し
た

身
体
の
不
調
や
体
重
の
増
加
に
悩

ま
さ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
受
講
を
き
っ
か

け
に
、
改
善
で
き
た

ら
い
い
な
と
思
い
ま

す
。
体
重
減
も
密
か

に
期
待
し
な
が
ら
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

一
人
の
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
て
丁
寧

に
教
え
て
く
だ
さ
る
し
、
本
で
は

分
か
ら
な
い
ち
ょ
っ
と
し
た
コ
ツ

を
知
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
、
受

講
し
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

今
は
、
そ
れ
な
り
に
し
っ
か
り

と
し
た
服
を
安
く
買
え
ま
す
が
、

好
き
な
生
地
を
選
ん
で
、
自
分
の

手
で
作
っ
て
い
く
時
間
は
、
楽
し

く
て
ワ
ク
ワ
ク
し
ま

す
。
知
ら
な
か
っ
た

事
を
知
る
。
出
来
な

か
っ
た
事
が
出
来
る

よ
う
に
な
る
。
そ
の

過
程
を
楽
し
ん
で
学

ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

新たに
  スタート！

 

平
成
29
年
度

 

城
山
公
民
館
職
員
等

館
長�

小
林　

洋
子 

係
長�

岩
田　
　

要 

職
員�

岩
本　

友
香 

�

（
11
月
～
）
岡
村　

律
子 

�

（
新
任
）
ハ
ー
ビ
ー
牧
子 

転
退
職
員�

平
井　

敦
子 

�

赤
羽
喜
美
江 

▽
第
一
地
区
分
館

分
館
長�

黒
井　
　

昭 

分
館
主
事�

北
條　

千
秋 

▽
館
報
「
城
山
」
編
集
委
員 

編
集
委
員
長�

柄
澤　

申
一 

編
集
委
員�

北
條　

千
秋 

�

荒
木　

建
治 

�

角
田　

紀
久 

▽
城
山
公
民
館
運
営
審
議
会
委
員

第
一
地
区
住
自
協
会
長

�

小
池　

公
雄 

第
一
地
区
民
生
児
童
委
員

�

岩
倉　

正
江 

第
一
地
区
横
沢
町
公
民
館
長

�

廣
澤
伊
一
郎

第
二
地
区
住
自
協
会
長

�

小
林　
　

勲 

第
二
地
区
青
少
年
健
全
育
成
委
員
長

�

石
坂　

真
一 

第
二
地
区
滝
区
公
民
館
長

�

北
澤　

仁
己

有
識
者�

中
本
佳
代
子 

西
部
中
校
長�

和
田　
　

裕 

湯
谷
小
校
長�

小
山
八
寿
子

　今年度から「のびのび骨盤調整ヨガ®」講座が新設されました。
また、講座名が変わった「四季をたのしむ盆栽」は、四季折々
の盆栽の生長や枝葉の変化を楽しみ、「やさしい洋裁」は、今ま
で以上に洋服を手作りする楽しさを学んでいます。

華道初級

洋画

水彩画上級

やさしい洋裁 のびのび骨盤調整ヨガ®

洋画「人物画」

実用英会話入門

の
び
の
び
骨
盤
調
整
ヨ
ガ
R

♪

♪

♪

♬

♬

♬

♬ ♩

♩

♩

♫

♫

♫

や
さ
し
い
洋
裁

新
設
講
座

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
講
座

水彩画初級

四季をたのしむ盆栽　

講座名が変わりました

講師が
変わりました
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シ
リ
ー
ズ 

我
が
町
　
立
町
　
区
長　

吉
澤　

晃
一

　

我
が
立
町
に

も
、
古
き
時
代

か
ら
今
日
ま
で

残
さ
れ
て
い
る

史
跡
、伝
説
と
し
て
、天
神
社
、皇
太
神
宮
、

御
門
前
が
あ
り
、
ま
た
明
治
時
代
に
入
っ

て
、
明
治
4
年
（
１
８
７
１
）
廃
藩
置
県

に
伴
う
長
野
県
庁
（
明
治
7
年
西
方
寺
よ

り
移
転
、
新
庁
舎
落
成
）、
松
本
裁
判
所

長
野
支
庁
（
明
治
11
年
開
庁
）
が
町
内
ま

た
は
付
近
に
存
在
し
、
立
町
は
当
時
の
長

野
町
の
中
心
的
役
割
を
果
た
し
て
い
た
町

で
す
。
現
在
も
、
そ
の
当
時
の
面
影
を
残

し
て
い
る
建
物
の
一
部
、
石
積
み
、
石
碑

が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

皇
太
神
宮
は
、
大
本
願
の
守
り
神
様

で
創
建
は
不
明
で
す
が
、
弘
化
4
年

（
１
８
４
７
）
の
善
光
寺
大
地
震
に
よ
り

消
失
し
た
為
、
4
年
後
現
地
（
神
明
町
現

立
町
）
に
移
り
、嘉
永
4
年
（
１
８
５
１
）

9
月
吉
日
上
棟
式
を
行
い
造
営
さ
れ
た
こ

と
が
判
っ
て
い
ま
す
。こ
の
皇
太
神
宮
は
、

平
成
26
年
秋
、
社
殿
の
老
朽
化
に
よ
り
維

持
管
理
が
困
難
と
な
り
、
惜
し
ま
れ
つ
つ

や
む
な
く
立
町
天
神
社
に
遷
座
し
合
祀
さ

れ
ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
の
立
町
は
前
述
の
様
に
御
門

前
と
通
称
さ
れ
、大
本
願
の
直
接
の
家
来
、

大
本
願
に
関
わ
る
職
人
さ
ん
の
町
で
あ
り

大
本
願
に
付
属
（
大
勧
進
―
横
沢
町
）
し

て
い
て
、
善
光
寺
境
内
の
町
と
い
う
様
な

性
質
を
も
ち
、
こ
の
２
つ
の
町
は
、
善
光

寺
領
の
他
の
町
と
は
大
変
違
っ
て
お
り
、

町
の
人
々
も
御
門
前
と
言
っ
て
気
位
を

も
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
明
治
天
皇
行
幸
の
碑
の
案
内
板

に
は
、
こ
の
地
の
住
所
と
し
て
長
野
市
大

字
長
野
字
御
殿
１
１
４
９
と
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
。
住
民
票
は
、
長
野
市
大
字
長

野
立
町
１
１
４
９
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
ぜ
こ
の
地
に
御
殿
の
名
が
付
い
て
い

る
か
と
言
う
と
、
江
戸
時
代
松
代
藩
の
殿

様
が
善
光
寺
に
来
た
り
、
鷹
狩
り
に
来
た

り
し
た
時
の
宿
泊
所
と
し
て
の
仮
御
殿
が

あ
っ
た
か
ら
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
立
町
は
、
市
報
の
配
布
軒
数

が
75
軒
で
、
高
齢
化
も
進
み
、
少
子
高
齢

化
の
悩
み
を
抱
え
て
い
ま
す
。
互
い
に
声

か
け
を
し
、
お
年
寄
り
に
や
さ
し
い
町
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

�

戸
隠
地
質
化
石
博
物
館
　
田
辺
　
智
隆

①　

本
堂
に
残
る
傷
跡

　

江
戸
時
代
末
期
に
発
生
し
た「
善
光
寺
地
震
」

は
、
長
野
市
周
辺
で
発
生
し
た
地
震
の
中
で
、

規
模
や
被
害
が
最
大
級
の
も
の
で
、
長
野
の
防

災
を
考
え
る
上
で
重
要
な
教
訓
と
な
っ
て
い
ま

す
。
今
回
は
2
回
に
わ
た
っ
て
、
こ
の
地
震
を

紹
介
し
ま
す
。

　

善
光
寺
地
震
は
、
弘
化
4
年
（
1
8
4
7
）

5
月
8
日
、午
後
10
時
ご
ろ
に
発
生
し
ま
し
た
。

当
時
の
被
害
状
況
か
ら
地
震
の
規
模
は
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
7
・
4
と
推
定
さ
れ
、
阪
神
大
震
災

や
昨
年
の
熊
本
地
震
よ
り
規
模
の
大
き
な
も
の

と
さ
れ
ま
す
。
善
光
寺
本
堂
の
左
側
に
あ
る
大

き
な
釣
鐘
が
振
動
で
落
下
し
、
そ
の
際
に
つ
い

た
傷
跡
も
残
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
傷
跡
は

長
野
市
の
直
下
で
発
生
し
、
突
き
上
げ
る
よ
う

な
激
し
い
揺
れ
だ
っ
た
こ
と
を
物
語
り
ま
す
。

夜
間
に
発
生
し
た
強
い
揺
れ
は
、行あ

ん

灯ど
ん

を
倒
し
、

火
災
の
原
因
と
な
り
ま
し
た
。
善
光
寺
門
前
や

稲
荷
山
宿
な
ど
で
は
大
規
模
火
災
が
発
生
し
ま

し
た
。
善
光
寺
門
前
の
宿
坊
は
、
御
開
帳
の
期

間
で
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
参
拝
客
で
満
杯
で
、

約
３
千
人
も
の
身
元
不
明
の
焼
死
者
が
あ
っ
た

と
伝
え
ら
れ
、
そ
の
慰
霊
碑
「
地
震
塚
」
が
善

光
寺
の
東
側
に
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
と
き
千
曲
市
か
ら
飯
山
市
に
か
け
て
続

く
、
長
野
盆
地
西
縁
断
層
約
40
㎞
が
動
き
ま
し

た
。
一
部
で
は
地
表
に
段
差
が
現
れ
ま
し
た

（
地
震
断
層
）。
県
庁
近
く
の「
ひ
ま
わ
り
公
園
」

で
は
こ
の
地
震
断
層
の
跡
を
今
で
も
み
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
こ
の
断
層
の
動
き
は
、
西
側
の

山
地
が
隆
起
し
、
盆
地
側
が
沈
む
と
い
う
、
長

野
盆
地
を
造
っ
た
大
地
の
動
き
の
ひ
と
つ
で

す
。
今
後
の
地
震
を
予
測
す
る
た
め
に
は
、
こ

う
し
た
断
層
の
動
き
を
地
質
的
に
詳
し
く
調
べ

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

②　

善
光
寺
平
を
襲
っ
た
大
水
害

　

今
か
ら
1
7
0
年
前
に
発
生
し
た
善
光
寺

地
震
は
、
善
光
寺
門
前
を
中
心
に
揺
れ
や
そ
れ

に
伴
う
火
災
に
よ
っ
て
大
き
な
被
害
が
生
じ
ま

し
た
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
西
山
地
区
で
は
山
崩

れ
が
多
数
発
生
し
ま
し
た
。
山
崩
れ
で
集
落
が

ほ
ぼ
全
滅
し
て
し
ま
っ
た
場
所
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
山
崩
れ
が
川
を
せ
き
止
め
、
水
害
が
発

生
し
た
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
最
大

の
も
の
が
岩
倉
山
の
崩
落
で
、
現
在
の
水み

す
ず篠
橋

が
犀
川
を
せ
き
止
め
て
し
ま
っ
た
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
つ
づ
く
】

連
載
④「
善
光
寺
地
震
の
爪
あ
と
」

足
も
と
か
ら
知
る

　わ
が
町
の
成
り
立
ち

足
も
と
か
ら
知
る

　わ
が
町
の
成
り
立
ち

筆　者

釣鐘が落ちた時の傷
（善光寺本堂西側の柱）

地震塚

明治天皇行幸之処
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城山公民館ホームページをご覧ください。  長野市立城山公民館 検索

編
集
後
記

　

今
年
は
雪
の
多
い
寒
い
冬
で
し

た
が
、
皆
様
は
元
気
に
お
過
ご
し

で
し
た
で
し
ょ
う
か
。

　

1
月
に
城
山
公
民
館
に
協
力
し

て
い
た
だ
き
、
三
輪
田
町
・
淀
ヶ

橋
の
ス
キ
ー
教
室
を
戸
隠
で
行
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
当
日
は
、

あ
い
に
く
の
天
気
で
気
温
の
低
い

1
日
で
し
た
が
、
大
人
と
子
ど
も

を
合
わ
せ
て
約
50
名
の
参
加
で
元

気
に
楽
し
く
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

今
年
度
も
昨
年
に
引
続
き
、
編

集
委
員
を
や
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。�

（
荒
木
）

あちこちスナップ

「また、同じ夢を見ていた」� 住野　よる
「脇坂副署長の長い一日」� 真保　裕一
「サーモン・キャッチャーthe Novel」�道尾　秀介
「ｉ」� 西　加奈子
「おやすみ、ロジャー」
� カール＝ヨハン・エリーン
「身近な材料でハンドメイド かんたん手づくり雑貨」
� 寺西　恵里子
「錯迷」� 堂場　瞬一
「星をつける女」� 原　宏一

「テロリストの処方」� 久坂部　羊
「主君」� 高殿　円
「さてさて、きょうのおはなしは…」�瀬田　貞二
「げんきにおでかけ」� 五味　太郎
「麻ひもで編む まるいバッグと四角いバッグ」
� 朝日新聞出版
「失われた地図」� 恩田　陸
「隠す」（アンソロジー）� 大崎　梢 他
「１年中楽しむかわいい実用おりがみ」
� 山口　真

新刊図書
のご案内

城山公民館図書室

※他にもご希望の本があり
　ましたら、お問い合わせ
　ください。
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一
　
は
じ
め
に

　

長
年
に
わ
た
り
市
民
の
皆
様
に

親
し
ま
れ
て
き
た
「
蔵
春
閣
」（
現

在
は
城
山
公
民
館
別
館
ホ
ー
ル
）

が
、
平
成
30
年
4
月
か
ら
閉
館
と

な
り
、
そ
れ
以
後
使
え
な
く
な
り

ま
す
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
耐
用
年

数
が
過
ぎ
、
耐
震
構
造
も
な
さ
れ

て
い
な
い
た
め
、
継
続
し
て
使
用

す
る
に
は
危
険
で
あ
る
と
判
断
さ

れ
ま
し
た
。
尚
、「
本
館
」
は
引

き
続
き
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

若
い
世
代
の
皆
様
に
は
「
蔵
春

閣
」
と
い
う
名
前
は
馴
染
み
が
な

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
思
い
出

深
い
方
々
も
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
そ
こ
で
、
今
年
度
の

館
報
「
城
山
」
で
は
、4
回
シ
リ
ー

ズ
で
「
蔵
春
閣
」
が
歩
ん
で
き
た

歴
史
を
た
ど
り
、
果
た
し
て
き
た

役
割
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
多
く
の
皆

様
に
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
一
時
代

を
担
っ
て
き
た
「
蔵
春
閣
」
が
幕

を
閉
じ
る
日
を
皆
様
と
共
に
惜
し

み
な
が
ら
迎
え
ら
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

二
　
現
在
の
「
蔵
春
閣
」
の
歴
史

　

現
在
の
「
蔵
春
閣
」
は
、
今
か

ら
50
年
前
の
昭
和
42
年
（
1
9
6

7
）
に
完
成
し
ま
し
た
。

　

以
前
の
「
蔵
春
閣
」
は
、
昭
和

24
年
厳
寒
の
2
月
に
不
慮
の
火
災

に
遭
い
、
焼
失
し
ま
し
た
。
炎
上

の
様
子
を
市
街
地
に
お
住
ま
い

だ
っ
た
70
歳
以
上
の
方
で
し
た
ら

記
憶
さ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

　

当
時
、
近
く
に
住
ん
で
い
ら
っ

し
ゃ
っ
た
方
は
「
4
・
5
才
の
こ

ろ
、
寝
入
っ
た
夜
半
前
、
火
事
だ

…
と
起
こ
さ
れ
、
見
上
げ
る
と
ボ

ウ
ボ
ウ
と
上
が
る
巨
大
な
炎
を
見

ま
し
た
。
ま
る
で
巨
大
な
ロ
ウ
ソ

ク
の
よ
う
で
し
た
」
と
思
い
出
を

語
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
市
民
か
ら
「
蔵
春

閣
」
再
建
の
要
望
が
あ
り
、
市
政

70
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
近
代

建
築
の
粋
を
あ
つ
め
た
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
り
地
上
4
階
建
て
の

建
物
と
1
階
建
て
の
建
物
が
、
昭

和
42
年
4
月
に
完
成
し
、
同
５
月

に
市
民
に
開
館
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
事
業
費
1
億
3
0
0
万
円
、

延
べ
面
積
1
7
2
3
平
方
メ
ー

ト
ル
高
さ
24
メ
ー
ト
ル
、
2
階
は

大
食
堂
で
2
5
0
人
収
容
で
き

た
そ
う
で
す
。

当
時
の
使
用

料
の
記
録
が

残
っ
て
い
て
、

大
ホ
ー
ル
（
現
在
1
階
ホ
ー
ル
）

3
5
0
0
円
、
中
会
議
室
（
結

婚
式
場
）
1
2
0
0
円
、
小
会

議
室
7
0
0
円
、
和
室
9
0
0

円
と
5
0
0
円
、
音
楽
堂
（
屋

上
）1
7
0
0
円
。
50
年
前（
ラ
ー

メ
ン
1
杯
70
円
の
時
代
）
で
す
か

ら
、
今
の
通
貨
価
値
と
は
違
い
ま

す
が
、
多
く
の
市
民
の
皆
様
が
利

用
さ
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
現

在
、
ホ
ー
ル
で
社
交
ダ
ン
ス
を
さ

れ
て
い
る
サ
ー
ク
ル
の
皆
様
の
中

に
、
当
時
、
ホ
ー
ル
を
使
っ
て
若

者
が
た
く
さ
ん
集
ま
る
ダ
ン
ス

パ
ー
テ
ィ
ー
を
何
回
も
開
い
た
こ

と
を
懐
か
し
く
語
っ
て
く
だ
さ
る

方
が
い
ま
し
た
。
ま
た
、
多
く
の

カ
ッ
プ
ル
が
、「
蔵
春
閣
」
で
結

婚
式
を
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。
時
代

の
先
端
を
行
く
「
蔵
春
閣
」
で
の

結
婚
式
は
、
若
い
方
々
の
あ
こ
が

れ
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

明
治
11
年
（
1
8
7
8
）
明
治

天
皇
が
信
濃
路
を
巡
幸
し
た
際
、

城
山
の
丘
に
立
ち
、
桜
花
咲
く
善

光
寺
平
の
春
景
色
を
め
で
ら
れ
た

ゆ
え
ん
か
ら
「
春
を
一
望
の
下
に

見
渡
し
え
る
と
こ
ろ
」
す
な
わ
ち

「
蔵
春
閣
」
と
な
っ
た
そ
う
で
す
。

今
は
な
い
「
柳
町
小
学
校
」

名
の
入
っ
た
門
柱
が
、「
柳
町

中
学
校
」
名
の
入
っ
た
門
柱

と
並
ん
で
、
柳
町
中
学
校
北

門
に
残
っ
て
い
ま
す
。
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